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小学樹士会科における個に応じた価値的知識の獲得につながる調べ学習の提案

一単元「どうする?福永家!Jを事例として一

教科・領域教育専攻

社会系コース

千葉晃平

1 本研究の目的と課題

今日の小学校社会科における地域学習は、

調べ学習が中心となっている。今日の地域学習

の際の調べ学習では、「地域への愛着をもっJI地

樹士会の一員としての自覚を持つj とし、った態

度目標に主眼が置かれるばかりに、共感的瑚平

に比重が置かれ、瑚事を図るうえで重要な社会

的なものの見方や考え方を持つまで、には至って

いなし、授業実践が散見される。

調べ学習は、体験が豊かでなし、小学校段階に

おいては有効な手立てであり、一般イヒされた知

識を探求する上でも有効である

蝉或学習におし、ては、地樹士会の事象をより

科学治句に捉えた上で地域の一員として自覚を持

ったり、地域への愛着を持ったりできるような

活動こそ、将来的に地域活性化に貢献できる人

材の育成につながる。そこで、小学校地域学習

において調べ学習を用いて知識の一般化を行い、

個に応じた価値的知識の獲得lこつながる先行研

究を分析し、その課題点を克服した授業開発を

千丁う。

2 小学校社会科における調べ学習の意義と課

題

これまでの調べ学習は大きく 3つに大別され

る。 3つの調べ学習を踏まえ、課題点が2つ見

つかった。

指導教員 井上奈穂

1点目は、資料と知識の関連性である。どの

資料からどの知識が導かれるのかということが

明確でない。

2点目は、価値の排除である。共感的になっ

てしまえば、知識の一般化が難しくなり、また、

知識の一般化を車見すると価値が排除されると

いう問題がある。

これらを踏まえ、「知識と資料の関係性の明確

化JI子どもたちの生活体験を爵見した知識の一

般化」を行うことで個に応じた価値的知識を獲

得できるとし、う仮説を立てfこ。

3 先行研究の分析

前節で立てた仮説に基づき、先行研究の分析

の視点を「①知識と資料の関係性JI②仮説→検

証としづプロセスJI倒固に応じた価値的知識の

形成」という 3点に定め、三つの実践の分析を

行った。

分析の結果、次の3点が明らかになった。一

つは、知識と資料の関係である。生活体験を基

盤として、「体験的知識→詰主的知識→説明的知

詰むと順を追って資料を効果的に用いながら知

識の一般化を行っている実践では、子どもの認

識がぱらつくことなく、知識の一般化カ1行えて

いた。

二つ目は、「仮説→検証」のプロセスlこよって

子どもたちが主体的に知識を構成しやすくなる
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という点である。分析した三つの実践は子ど、も

たちが話し合い活動などを通して子どもたち自

身が下位の知識から上位の知識を得るという流

れができていた。

三つ目は、知識が増えてきた際に、振り返る

工夫が必要であるとし、う点である。調べ学習を

用いて知識の一般化を行う際は、扱う情報量も

増えてくるため、それらを工夫してまとめ、振

り返ることが重要となることが分かった。

4 小学校社会科における個に応じた価値的知

識の獲得につながる調べ学習の理論

先行研究の分析と仮説から、子どもたちの生

活体験を基盤としながら、「仮説→知識lのプロ

セスを用いて知識を一般化していくことが必要

になると明らかになった。

また、個に応じた価値的知識を獲得する上で

は、題材の選定も非常に重要になる。題材につ

いては、子どもたちの生活体験に根差したもの

であり、最細切増減への展望などが描きやす

いことが条件であると明らかになった。

そして、多くなってしまった情報をまとめる

ツールとしてICT機器を用いることとした。ま

た、 g∞glemy mapsなどの地図アプリケーシ

ョンを有効に使い、 ICT機器の「即時性Jr共

有性Jr保存性」とし、った面を生かしながら実践

を行う必要があることが明らかになった。

5 小学校社会科における個に応じた価値的知

識の獲得につながる調べ学習ー単元「どうす

る?福永家!Jの場合一

理論を踏まえ、授業開発、鳴門市鳴門町高島

内の小学校で、実践を行った。題材として、重要

文化財である福永家住宅を選んだ。子どもたち

の生活体験の中で、知っている施設であり、地域

への展望を考えるのに適した題材だからである。

本単元は、小学校6年生社会科の授業で5時

間構成となっている。

授業時数の関係、で、知識の一般化を行う際に

調べ学習を取り入れることができない場面があ

った。しかし、最終的に子ど、もたちは福永家住

宅を巡る歴史や、周りの地域の歴史(知識の一

般化)を踏まえて地域への展望(個に応じた価

値的知識)を言回全することができていた。

6 本研究の成果と課題

成果と課題は2点ずつある。

成果の一つ目として、知識と資料の関係と「仮

説→検証」のプロセスから、調べ学習によって

知識を一般化し、個に応じた価値的知識を獲得

させることができるということを実践で証明で

きた点である。

二つ目は、 3，4年生で行われている蝿減耕オ

を用いた授業であるが、 6年生の歴史と公民の

聞の授業におし、て珂減耕オを用し、て実践を行っ

た点である。

課題としては、一つ目に、調べ学習を学習場

面に多く組み込んだ場合について戴正できてい

ないという点である。子どもたちが多くの情報

を扱う場合、どのくらいの時間数がかかるか、

また子どもの様子はどうか、ということが授業

時数の関係上、実証で、きなかった。

二つ目に、子ども理解と地域の状況の把握で

ある。生活体験を基盤として知識を一般化する

場合、その地域の状況の把握や子ども瑚卒が何

よりも重要となる。今回は出前授業で、あったた

めその点が不十分で、あった。この2点に関して

は、今後、自分が小学校現場に出た際の実践上

の課題としたしL




